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1． 当該年度の研究目的 

これまでの研究において、N2O 発生ポテンシャルの高い圃場を選定し、フィールドスケール

での N2O の安定同位体比およびサイトプレファランス（SP）のモニタリング方法およびメタ

ゲノム解析方法を確立した。平成 25 年度は農作物残さからの N2O の発生メカニズムを解明し、

N2O 生成微生物の生態への影響と削減効果を検証するとともに、化学資材による硝化抑制機構をメ

タトランスクリプトーム解析により解明し、その効果を評価する。以上により、発生機構に基づい

た N2O 制御方法を提案する。 

 

2． 研究の実施状況 

①農作物残さは N2O 発生源である可能性が指摘されているが研究例は少なく、その N2O 発生メ

カニズムは未解明である。本研究では、キャベツやジャガイモ等の野菜収穫残さが重要な N2O
発生源であることを明らかにした。また化学肥料と堆肥を施用後の N2O 安定同位体比の測定を

行なった結果、硝化、細菌脱窒、カビ脱窒の 3 つの発生経路が関与しており、施肥後の気象変

化に伴いこれらの寄与が変化することを明らかにした。また収穫後の N2O 発生の高い時期に分

離したカビの N2O 発生ポテンシャルが高いことから、収穫残さからの N2O の発生経路としてカ

ビ脱窒が重要であると考えられた。またこれらの N2O 発生ポテンシャルが高い カビは Fusarium
属に属していた。これらのことから、圃場における N2O の発生には、同時に複数の発生経路が

関与しており、N2O の発生削減のためにはこれらの複数の経路からの発生を同時に抑えること

が必要と考えられた。 
②われわれはこれまでに、豪雨直後に大量の N2O が発生することを見出した。この一時冠水に

よる N2O 大量発生の実験レベルでの再現系を確立し、mRNA を土壌深度別に解析して、土壌表

層における脱窒遺伝子の発現が重要であることを明らかにした。また堆肥連用土壌と化学肥料

連用土壌に硫安を添加した場合、アンモニア酸化菌の mRNA-amoA の定量から、堆肥連用区で

はアンモニア酸化古細菌（AOA）が化学肥料施用区ではアンモニア酸化細菌（AOB）が強く反

応することを示した。さらに N2O 発生量が多い茶園土壌の mRNA-amoA の定量から土壌 pH に

よって AOA-amoA と AOB-amoA の発現量が異なり、特に pH3 程度まで強酸性化した土壌では、

両者の発現量が低いことから、新規なアンモニア酸化菌の存在が推定された。この菌の分離を

試み酸性環境に適応した新規なアンモニア酸化細菌の分離に成功した。 
 

以上、同位体解析と微生物遺伝子解析を統合的に展開し、目標を達成した。 
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嘉, 吉川博文, 松本貴嗣, 早津雅仁, 南澤究 (2013) N2O 還元酵素活性を強化したダイズ根粒菌の高効率
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一般向け 計 1 件 
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所３０周年記念シンポジウム ２１世紀の農業と環境, (独)農業環境技術研究所, 13-18、12 月 13 日、東京 

図 書 

計 2 件 

1. 秋山博子（2014）、窒素施肥土壌からの N2O の発生とその削減、農業技術大系、農文協、土壌と活用 VI＋

16,11,152-2 
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産業財産権 

出願・取得状

況 計 0 件 

（取得済み） 計 0 件 

 

（出願中） 計 0 件 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 

農業環境技術研究所 研究者情報： http://www.niaes.affrc.go.jp/researcher/akiyama_h.html 

国 民 と の 科

学･技術対話

の実施状況 

1. 2013 年 11 月 13 日、作新学院高校、施設見学および講義「農業から発生する温室効果ガス」（午前、午後

の 2 回、計約 80 名）を行った。 

2. 2013 年 8 月 9 日、新潟薬科大学において出前授業「最先端・次世代研究の推進とワーク・ライフバランス」

（半日）を行い、学部生（約 30 名）に研究紹介と相互ディスカッションを行った。 

3. 2013 年 12 月 13 日、「温暖化に挑む、温室効果ガス発生制御技術のこれまでとこれから」の演題で 「農業

環境技術研究所３０周年記念シンポジウム ２１世紀の農業と環境」（新宿、東京）において講演を行った（来

場者：約 200 名）。 

新聞･一般雑

誌等掲載 

計 0 件 
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4． その他特記事項 

   



様式１９　別紙２ 課題番号 GS027

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

既返還額（前
年度迄の累
計）

110,000,000 69,960,000 40,040,000 0 0

33,000,000 20,988,000 12,012,000 0 0

143,000,000 90,948,000 52,052,000 0 0

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を除
く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度執
行額

⑥（=④－⑤）
当該年度未執
行額

当該年度返還
額

1,464,673 40,040,000 0 41,504,673 41,383,807 120,866 0

439,402 12,012,000 0 12,451,402 12,415,142 36,260 0

1,904,075 52,052,000 0 53,956,075 53,798,949 157,126 0

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

19,986,598

905,500

19,247,308

1,244,401

41,383,807

12,415,142

53,798,949

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
設置研究機関
名

NFｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
NF-1001 1式

1 9,392,250 9,392,250 2014/2/14
農業環境技術研
究所

0

0

物品名

Ｎ２Ｏ同位体比モニ
タリングシステム

直接経費計

間接経費計

合計

旅費 国内外学会参加

謝金・人件費等 ポスドク人件費、研究補助者賃金

その他 研究機器修理・保守、学会参加費等

直接経費

間接経費

合計

備考

物品費 N2O同位体比モニタリング装置、理化学用消耗品等

本様式の内容は一般に公表されます
実施状況報告書（平成２５年度）　助成金の執行状況

直接経費

間接経費

合計


